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一
九
九
六
年
五
月
一
日 

第
三
種
郵
便
物
認
可 

毎
月
（
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
の
日
）
発
行 

今
こ
そ
、
入
所
施
設
を
な
く
す
た
め
に 

 

２
０
２
３
年
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
「
パ
ン
ジ
ー
」
は
オ
ー
プ
ン
し

て
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
し
た
年
は
、
日
本
の
知
的
障
害

者
が
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
世
界
大
会
に
初
め

て
参
加
し
た
年
で
す
。 

 

こ
の
３
０
年
間
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の
当
事
者
た
ち
は
、
「
入
所
施
設

を
な
く
す
」「
自
立
生
活
を
す
る
た
め
の
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
ふ
や
す
」「
差

別
や
虐
待
を
な
く
す
」「
仲
間
を
ふ
や
す
」
の
４
つ
を
柱
と
し
て
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
入
所
施
設
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
虐
待
も
依
然

と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

世
界
で
は
入
所
施
設
が
な
く
な
っ
て
い
る
国
も
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
未

だ
に
１
３
万
人
も
の
人
た
ち
が
入
所
施
設
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月

に
は
、
政
府
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
、
国
連
の
障
害
者

権
利
委
員
会
に
よ
る
初
め
て
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

権
利
条
約
の
第
１
９
条
は
「
施
設
か
ら
地
域
に
出
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
」
こ
と
を
定
め
た
条
文
で
す
。
権
利
委
員
会
は
「
権
利
条
約
第
１
９
条
障

害
児
を
含
む
障
害
者
が
施
設
を
出
て
地
域
で
く
ら
す
権
利
が
保
障
さ
れ
て

い
な
い
」
と
し
、「
脱
施
設
化
」
と
地
域
で
く
ら
す
た
め
の
法
整
備
や
、
予
算

配
分
の
見
直
し
を
日
本
政
府
に
求
め
ま
し
た
。 

 

ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の
人
た
ち
が
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
、
パ
ン
ジ
ー

が
法
人
の
理
念
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。 

 

そ
し
て
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
は
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、「
大

空
へ
は
ば
た
こ
う
～
自
立
へ
の
挑
戦
」
の
上
映
会
を
全
国
で
開
催
し
ま
す
。 

「
ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
て
も
地
域
で
普
通
に
く
ら
せ
る
社
会
を
作
る
た

め
に
、
入
所
施
設
で
く
ら
し
て
い
る
人
が
地
域
で
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
に
動
き
始
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
林 

淑
美
） 

） 
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「どんなに障害が重い人も地域で自分らしくくらせるようになること」と、「入所施設がなくな

ること」は、パンジーのオープン当初からの私の願いでした。月日は流れ、パンジーでは知的障害

当事者が次々に地域で自立したくらしを始め、入所施設からの地域移行を希望する人を受け入れる

ようになっても、入所施設は存在し続けました。 

そんな折、やまゆり園事件が起こりました。１９人もの尊い命が奪われたのです。それでも入所

施設は解体されることなく、新しいやまゆり園が建てられました。世界では入所施設がなくなって

いる国もあるのに、日本では未だに１３万人もの人たちが否応なしにくらしています。 

昨年８月には、国連の権利委員会による初めての審査が行われました。障害者権利条約の第１９

条は「施設から地域に出て自立した生活を送る」ことを定めた条文です。権利委員会は、日本は、

この第１９条が保障されていないとし、「脱施設化」と地域でくらすための法整備や、予算配分の見

直しを日本政府に求めました。 

国連の勧告に背中を押され、私は「今しかない。入所施設でくらしている１３万人の人たちが、

地域でくらせるように活動をしないと、永遠に入所施設は残り続け、多くの人たちが入所施設の中

で人生を終えるだろう」と思いました。 

「大空へはばたこう」の上映会をきっかけとして、どんなに障害が重くても地域でくらすために、

それぞれの立場から動き始めてほしい、最初は小さな動きでも、それが大きなうねりとなり、知的

障害のあるだれもが地域で自分らしくくらす社会の実現を願います。 

全国で上映会やシンポジウムを開催します。お呼びがあれば、どこへでも出向いていきます。 

多くの人たちとできることから始めたいと考えます。「ぼくたちは、一人の人間として地域で自

分らしく生きたい」。当事者の思いが実現するように、共に歩みましょう！（林 淑美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はばたこう！～自立への挑戦～ 

 

お申し込みは、パンジーメディア  ℡ 072-968-1615(担当：岩井) 
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２０２３年２月と３月に「ハートネッ

トＴＶ フクチッチ『知的障害』」で、

パンジーの活動が紹介されました。 

２月２７日放送の「知的障害・前編～差

別や偏見と闘った歴史～」では、生田進さんがピープルファーストとの出会いで人生を変え、ピー

プルファーストと共に歩んできた歴史がつづられました。生田さんの思いが伝わってきて、とても

感動しました。 

３月６日の「知的障害・後編～知的障害のある人

たちが活躍する放送局～」では、パンジーメディア

が紹介されました。この放送のため、２人のテレビ

戦士がパンジーメディアまで取材に来て「きぼう

のつばさ」のスタジオリハーサルに参加しました。 

パンジーメディアでは、どんな言葉でどんな思いを伝えたいのか、誰にでも分かる言葉を使えて

いるのか、当事者と一緒に何度も話し合いをします。リハーサルでも本番でも、わかりにくいとき

には、その場ですぐに変更します。 

今回ひっかかったのが「風土」ということば。これは意味がなかなか分かりにくい。テレビ戦士

も、「漢字が苦手だから」と言いながら、一生懸命考えひらめいたのは！？（答えは、番組の中） 

さて、テレビ戦士の２人は、「きぼうのつばさ」のキャスターも経験しました。それを見たキャス

ターの福田さんは、一言「うまいね」。みんなで大笑いしました。 

ＮＨＫでは放送されなかったけれど、テレビ戦士たちに北海道の

強制不妊手術のこと、沢山の知的障害者が入所施設でくらしている

ことを丁寧に伝えました。テレビ戦士は、驚きながらも「応援して

くれている仲間がいることは、一人じゃないと思えて、心強いと思

う」と話していました。 

また「障害があるから、出来ないと決め付けるのではなく、パン

ジーメディアでは個々の個性を伸ばしているのを感じました。今ま

で、知的障害者が身近にいなくて知らないことが多かったけど、沢山のことを知ることができまし

た」とも語っていました。最後に、みんなでパウンドケーキを食べて、写真撮影！  

私は、今回来たテレビ戦士の２人が当事者と関わることで、変わったと感じました。やっぱり当

たり前に関わって、知ることが大事なんだなと強く感じました。パンジーメディ

アって、大切です！ 

２つの番組は、NHK for school のサイトでいつでも見ることができます。 

ぜひ、ご覧ください。  （山下楓稀） 

https://www.nhk.or.jp/school/tokkatsu/fukuchi/ 

番組 QR コード 

https://www.nhk.or.jp/school/tokkatsu/fukuchi/
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北海道・江差町でグループホームを運営する社会福祉法人あすなろ福祉会が、入居を希望する

カップルに不妊処置を求めていたことが昨年１２月に明らかとなりました。２０年以上にわたっ

て続けられ、分かっているだけで８組１６人のカップルが不妊処置を行っていたのです。 

パンジーの当事者の間でも、この事件は大きな関心を集めました。ピープルファーストジャパ

ン役員の山田浩さんは、報道を知ってすぐにピープルファースト北海道の松岡敏雄さんに電話を

しました。「僕は怒っている。北海道に行くから一緒に行動しよう」。その頃、北海道では知的障

害者に対する虐待事件が相次いで報じられ、松岡さんはどう動けばいいのか迷っていたと言いま

す。それが山田さんからの電話で何をするべきかが決まりました。 

そして、年が明けた１月１１日。雪が降り積もる函館空港にパンジーのメンバーが降り立ちま

した。山田浩さん、辰己正一さんの当事者２名と支援者４名での参加です。北海道のメンバー、

およそ１５名と合流し、江差町を目指します。 

翌１２日からは立て続けに抗議行動を行い

ました。あすなろ福祉会本部での樋口英俊理

事長への抗議文の提出と１時間にわたっての

話し合い、江差町役場での抗議。次の日は札

幌に移動し、道庁での記者会見と福祉課担当

者への抗議など。これらの様子は、「きぼうの

つばさ」第７７回放送の【今もつづく、優生

思想。北海道・あすなろ福祉会～ピープルフ

ァーストのたたかい～】のなかで詳しくお伝えしています。 

この映像には、知的障害のある人たちの怒りが詰まっています。あすなろ福祉会が知的障害の

ある仲間に行ってきたことは、決して他人事ではありません。これまで社会のなかで差別を受け

続け、一人の人間として認められて生きていくことが難しかった自分たちの問題そのものです。

樋口理事長はピープルファーストの当事者たちを前に「知的障害者に子育ては不可能」と、平然

と語りました。そして、江差町や北海道庁の担当者からは「検討中」「答えられない」という回答

しかありませんでした。「これだけ運動をしてきても何も変わっていない、津久井やまゆり園事

件で１９人も殺されたのに何も変わっていない」。 

ピープルファースト北海道の土本秋夫さんが

道庁の役人を前に叫び続けた怒りは、行動をとも

にしたみんなの思いを代弁していました。 

私たちは決してそうは思わない。樋口理事長へ

の一つの答えが、４月放送の「きぼうのつばさ」

第８０回【結婚してよかった～知的障害のある夫

婦に聞く～】です。こちらもぜひ見て下さい。 

       (福岡 挙) 

 

「子供を産み育てる。当たり前の権利をうばわないで！」 

『結婚してよかった～知的障害のある夫婦に聞く～』の１場面 
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ついに、結婚の相談がありました！ 

ついに、当事者から相談がありました。「Ｉさんと一緒に住んだりでき

るんかな？」と、真剣な恋の相談です。相談者は清水一男さん。パンジー

Ⅱでみんなから慕われているムードメーカーです。清水さんが、きぼうのつばさ『私の歴史』に

出演した時、Ｉさんへの想いを語っていました。番組を見た後、Ｉさんのことを聞いても「わか

らへん」など言って、すぐに話題を変えていました。そんな彼から、具体的な恋の相談があった

のです！ 驚きました。以来、清水さんとは、Ｉさんへの想いや結婚への気持ち、結婚後の将来

の家族構成まで話をするようになりました。 

パンジーでは、これまでにハートブレイク思春期研究所の「セクシュアリティ講座」で、当事

者と職員ともに、性や恋愛について学んできました（ＤＶＤ『生きることの支援』にまとめられ

ています）。清水さんも、恋愛や結婚について真剣に考えてきたのだと、改めて知りました。 

そして、ハートブレイク所長の黒瀬清隆さんに協力をしてもらいながら、清水さんと Iさんと

で住む場所は？ ヘルパーは？ 結婚式はどうする？ などなど、具体的な話が始まりました。

清水さんの恋愛と結婚も、全力で応援します！ 

  

パンジーⅤの当事者 2人の『私の歴史』  

パンジーⅤの２人の当事者が「私の歴史」を語りました。長尾明子さん、浅野真岳さんです。 

 長尾さんは「私の歴史」に出演したい気持ちがありましたが、家族の事が気になり「やっぱり

出るの辞めたいんや」と私に伝えてきました。その時の長尾さんの表情は今でも忘れません。長

尾さんと沢山話しをしました。長尾さんの本心は「出たい」の気持ちでいっぱい。家族とも何度

も話しをし、最後には「本人がそこまで出たいのなら応援しま

す」と言ってくれました。長尾さんは、涙を流して喜んでいまし

た。 

撮影には、新しい洋服を着て、準備万端で臨みました。メイク

も撮影も全てが長尾さんにとって初めての経験です。メイクをし

て変わった自分の姿に、驚きと喜びが溢れ出る長尾さんの姿に、

私は、少しばかり涙が…。 

撮影を無事に終え、変わった自分を見てもらいたいと、仲間の前に行くと、「うわぁー可愛

い！」「綺麗！」と大絶賛。一日中、メイクを落とさず過ごしていました。 

 次は、浅野さんです。緊張しつつも、どんと構えていまし

た。浅野さんは、この日を待ち望み、何度も職員に生い立ちや

経験を話しながら、原稿を作成していきました。撮影３０分前

には髪をセットをし、撮影に挑みました。 

大好きなビートルズのＴシャツを着て、大好きなギターを演

奏するなど、とても素敵なシチュエーションでの撮影でした。

撮影後は、「放送日が楽しみなんや～」とワクワクし、撮影の余韻に浸っていました。つらいこ

とをたくさん経験してきた浅野さん。最後に語った夢がかなうように、私たちは精いっぱい応援

していきます。（川股友子） 
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パ
ン
ジ
ー 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
２
年
２
月
、
パ
ン
ジ
ー
の
畑

で
、
農
薬
も
肥
料
も
使
わ
な
い
「
菌
ち

ゃ
ん
農
法
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
専
門

家
か
ら
や
り
方
を
教
わ
り
地
道
に
作
業

を
続
け
て
き
た
の
で
す
。
結
果
が
出
る

ま
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
待
つ
こ
と

１
年
。
こ
の
冬
、
大
根
は
み
ご
と
に
大

き
く
育
ち
、
元
気
な
野
菜
づ
く
り
の
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

パ
ン
ジ
ー
の
昼
食
に
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
野
菜
が
出
て
き
た
時
は
、
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
え
る
量
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
こ
の
春
、
本
格
的
に

「
米
粉
パ
ン
」
の
試
作
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
小
麦
と
は
違

う
生
地
の
扱
い
の
難
し
さ
か

ら
、
当
事
者
が
ど
う
作
業
に
関
わ
る
か

試
行
錯
誤
の
末
、
米
粉
１
０
０
％
の
米

粉
パ
ン
の
完
成
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
今
年
、
パ
ン
屋
が
変
わ
り
ま
す
。

変
わ
っ
て
み
せ
ま
す
！ 

パ
ン
ジ
ー
の

活
気
あ
る
姿
を
魅
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

今
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
当
事
者

Ｃ
さ
ん
の
自
立
生
活
を
実
現
す
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
ま
す
。

入
所
施
設
か
ら
地
域
へ
。
パ
ン
ジ
ー
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
地
域
移
行
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
パ
ン
ジ
ー
に
通
い
、

地
域
で
く
ら
す
中
で
「
こ
の
人
は
こ
ん

な
力
を
持
っ
て
い
た
の
か
」
「
こ
ん
な

得
意
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
付

く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
課

題
も
少
な
く
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
に

障
害
が
重
く
て
も

地
域
で
そ
の
人
ら

し
く
く
ら
す
こ
と

を
今
後
も
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
見
舘
史
郎
） 

 パ
ン
ジ
ー
Ⅱ 

 

２
０
２
３
年
度
パ
ン
ジ
ー
Ⅱ
で
は
、

当
事
者
の
健
康
的
な
体
作
り
を
目
指
し

活
動
を
し
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー
Ⅱ
に
は
、

加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
の
衰
え
の
目
立

つ
人
や
車
い
す
の
人
が
多
く
通
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
、
日
々

健
康
に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
を
伸
ば
す
リ
ラ
ッ
ク

ス
の
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
パ
ン
ジ
ー
Ⅱ
に
通
う
人
の
多

く
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
く
ら
し
て

い
ま
す
。
親
が
亡
く
な
り
、
３
６
５
日

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
く
ら
す
人
も
多
く

い
ま
す
。
創
思
苑
が
入
所
施
設
で
は
な

く
、
地
域
で
自
分
ら
し
く
く
ら
す
こ
と

を
目
指
し
て
き
た
結
果
で
す
。
そ
し
て

今
年
度
、
新
た
に
３
名
の
人
が
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

そ
の
内
の
１
人
、
奥
園
幸
聡
さ
ん
に

は
、
７
～
８
年
程
前
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
へ
の
入
居
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

家
族
が
高
齢
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、

本
人
の
自
立
を
考
え
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
し
た
が
、
「
ま
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

ち
ょ
っ
と…

」
と
い
う
、
本
人
も
家
族

も
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
。 

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
パ
ン
ジ
ー
Ⅱ
で
の
宿
泊
で
し

た
。
陽
性
の
た
め
自
宅
か
ら
離
れ
て
１

週
間
ほ
ど
生
活
を
し
ま
し
た
。
そ
の
経

験
に
よ
っ
て
、
自
宅
か
ら
離
れ
て
く
ら

す
イ
メ
ー
ジ
を
本
人
、
家
族
と
も
に
持

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
７
、
８
年

か
け
て
、
本
人
や
保
護
者
と
自
立
に
向

け
た
話
し
合
い
を
続
け
て
き
た
成
果
だ

と
も
思
い
ま
し
た
。 

外
部
の
方
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

奥
園
さ
ん
が
「
今
度
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
引
っ
越
し
て
、
生
活
を
始
め
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
決
心
も
固
く
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。 

新
し
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す

３
人
は
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
家
族
か

ら
離
れ
自
立
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

パ
ン
ジ
ー
Ⅱ
の
支
援
者
全
員
で
当
事
者

の
地
域
生
活
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
３
名
の
方
が
１
年
後
に
は
、
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
自
立
し
て
く
ら
し
て

各
場
の
リ
ー
ダ
ー
が 

語
る 

２
０
２
３
年
度
の
抱
負 
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い
る
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
生
活
を
と
も
に

創
っ
て
い
き
ま
す
。
（
横
山
壯
太
） 

      

パ
ン
ジ
ー
Ⅲ 

 
 

 
 

パ
ン
ジ
ー
Ⅲ
に
新
し
い
仲
間
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
、
支
援
学
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
Ｉ
さ
ん
で
す
。
初
め

て
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
Ｉ
さ

ん
に
、
昔
か
ら
パ
ン
ジ
ー
に
い
る
当
事

者
は
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。 

「
Ｉ
さ
ん
、
こ
っ
ち
に
座
ろ
う
」
「
一
緒

に
仕
事
を
し
よ
う
」
「
こ
れ
は
あ
そ
こ
に

し
ま
う
ん
や
で
」
と
世
話
好
き
な
先
輩

た
ち
が
次
々
と
話
し
か
け
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
姿
を
見
て
、
こ
の
数
年
に
パ
ン

ジ
ー
に
入
っ
て
き
た
若
い
先
輩
た
ち
も
、

少
し
ぎ
こ
ち
な
さ
は
あ
る
も
の
の
Ｉ
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

み
ん
な
の
前
で
は
恥
ず
か
し
さ
も
あ

っ
て
、
Ｉ
さ
ん
に
近
づ
こ
う
と
し
な
か

っ
た
立
神
思
唯
さ
ん
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
行
っ
た
時
に
は
自
分
か
ら
近
寄
っ

て
一
緒
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
、
仲
間
の
姿
を
見
な
が
ら
変

わ
っ
て
い
っ
て
（
成
長
し
て
い
っ
て
）

い
る
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。 

パ
ン
ジ
ー
Ⅲ
で
は
春
を
迎
え
る
た
び

に
、
こ
の
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
特
に
変
わ
っ
た

の
は
山
田
浩
さ
ん
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
や

ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
パ
ン
ジ
ー
Ⅲ

の
中
で
も
、
職
員
が
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
仲
間
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
て
、
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
と
真
っ
先
に
声
を

か
け
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
北
海
道
の
入
所
施
設
で
起

き
た
虐
待
に
対
し
て
の
抗
議
行
動
、
優

生
保
護
法
に
よ
っ
て
強
制
不
妊
手
術
を

受
け
た
人
の
裁
判
傍
聴
、
や
ま
ゆ
り
園

か
ら
地
域
移
行
を
し
た
人
た
ち
の
く
ら

し
を
見
に
、
全
国
の
仲
間
の
元
へ
と
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
仲
間
を

想
う
気
持
ち
を
さ
ら
に
大
き
く
育
て
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

山
田
さ
ん
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
私

た
ち
支
援
者
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
山
本
俊
作
） 

    パ
ン
ジ
ー
Ⅴ 

 
 

 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
手
探
り
で
始

め
た
無
農
薬
で
の
野
菜
作
り
も
４
年
目

を
終
え
、
で
き
る
種
類
や
収
穫
量
も
見

通
し
が
持
て
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
は
更
な

る
収
穫
量
の
安
定
と
収

益
の
向
上
を
目
指
し

て
、
４
年
単
位
で
長
期

的
に
栽
培
計
画
を
立
て

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。
今
後
は
よ
り
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
農
作
業

に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
売
上
報
告
な
ど
に

加
え
て
、
栽
培
予
定
や

野
菜
の
販
売
状
況
に
つ

い
て
も
、
当
事
者
会
議
で
話
し
合
っ
て

い
き
ま
す
。 

そ
し
て
こ
の
春
、
念
願
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
築
１
０

０
年
の
古
民
家
を
改
装
し
、
雰
囲
気
の

あ
る
ホ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
、
５
名
の
新
た
な
生
活
が
始

ま
り
ま
す
。 

三
谷
さ
ん
は
パ
ン
ジ
ー
Ｖ
利
用
当
初

時
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
り
た

い
」
と
強
い
希
望
を
持
た
れ
て
お
り
、

「
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
い
」

「
買
い
物
に
も
行
き
た
い
」
と
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

浅
野
さ
ん
は
今
ま
で
金
銭
管

理
表
を
書
い
た
り
、
自
分
で
献

立
を
立
て
自
炊
を
し
た
り
と
自

立
に
向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
自

立
生
活
を
開
始
す
る
浅
野
さ
ん

が
自
信
を
も
っ
て
「
地
域
で
ふ

つ
う
に
く
ら
し
て
い
ま
す
」
と

言
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
日
中
も
夜
も
生
活
を

支
え
て
い
き
ま
す
。 

（
平
福
貴
行
） 
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私は、知的障害のある子供を育てている人も、 

自分の人生を楽しんでほしいと思っています。 

その一歩を踏み出す、小さなきっかけになって 

ほしい。そう思って、この本を書きました。 

この本は、私がいつも相談にのっている幸子 

さんに向けて書いています。同じように知的障害

のある子供さんを育てているお母さんたちにも、

読んでもらいたいと思っています。 

もしかすると、子育てを悩んでいる人にも役に 

立つかもしれません。  
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